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№２６

◆プログラム予定

２月８日（金） ２月１５日（金） ２月２２日（金） ３月２日（土）

卓話「プリーズ
ミスター タックスマン」

加古川税務署長
中来田真康 氏

卓話「私の警察人生」
高砂警察署長
岡村好文 氏

卓話
キッコーマン食品㈱

移動例会（１日分）
東播第２グループ I. Ｍ .

加古川平成
ロータリークラブ

例　　　会　　　記　　　録　（2019．2．1（金））　　通算3，200回

クラブ会長方針
　“価値あるロータリーを”
　①居心地のいいクラブ
　②いつでもどこでも誰とでも親睦
　③会員同士が刺激しあい、尊敬しあい、お互いの活力になろう
　④ロータリーの価値を意識しよう

◆開　会　

◆国歌「君が代」斉唱

◆ロータリーソング「奉仕の理想」

◆「四つのテスト」唱和



◆出席報告
本　日２月　１日　　会員数４２名　　出席者　　２６名　　出席率６１. ９０%
前々回１月１１日　　会員数４３名　　修正出席者４２名　　出席率９７．６７%修正

◆ＭＡＫＥ－ＵＰ
桂田　重信会員 地 区 大 会 １月３０日（１月２５日）
丸山　恵右会員 地 区 大 会 １月２７日（２月　１日）
桂田　重信会員 ｅ‐ＣＬＵＢ １月３１日（２月　１日）
西田　秀雄会員 ｅ‐ＣＬＵＢ １月３１日（１月２５日）
有馬喜代貴会員 ｅ‐ＣＬＵＢ １月３０日（２月　１日）
堀　　直樹会員 ｅ‐ＣＬＵＢ １月１９日（２月２５日）
冨沢　康雄会員 ｅ‐ＣＬＵＢ １月３０日（２月１５日）
冨沢　康雄会員 ｅ‐ＣＬＵＢ １月３０日（２月　８日）
滋野　敦士会員 ｅ‐ＣＬＵＢ １月２９日（１月２５日）
守光　　隆会員 ｅ‐ＣＬＵＢ １月２９日（１月２０日）
中尾　良治会員 ｅ‐ＣＬＵＢ １月２８日（１月２０日）
後藤　純次会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 １月２３日（２月　１日）

◆お祝い
○配偶者誕生日祝
　大村　泰司会員（郷子様）　　
　滋野　敦士会員（成美様）　
○結婚記念日祝
　後藤　宗久会員

◆Ｓ．Ａ．Ａ．（ニコニコ箱報告）
後藤　宗久幹事……中尾委員長殿、本日の卓話よろしくお願いします。
森本　幸吉会員
大村　泰司会員……配偶者誕生日のお祝いありがとうご

ざいました。
滋野　敦士会員……配偶者誕生日のお祝いありがとうご

ざいました。
後藤　宗久幹事……結婚記念日のお祝いありがとうござ

いました。

加治屋 昭平 副Ｓ.Ａ.Ａ.



◆幹事報告
〈国際ロータリー第２６８０地区事務局より〉
１．地区大会登録におけるご協力のお願い（先週に続き）
　　１月２９日現在、目標の昨年登録者数（１８６７名）
まであと１６０名の状態まで来ました。（先週より
２０名増加）目標達成まであと僅かなので、皆様ふ
るってご参加をお願いします。特に入会３年未満
の会員の方は是非参加頂きたくお願い致します。

　２．地区大会Web登録最終締切のお知らせ
　　再度、最終締切のお知らせが届いております。地

区大会登録及びポリオチャリティーゴルフ参加の最終締切は２月２０日となってお
ります。協力をお願い致します。

３．地区大会「ロータリーファミリーの集い』のご案内が届いております。
　　日時：３月２３日（土）	９：３０〜	、加古川市民会館
　　プログラムは①ＲＩ会長代理挨拶ならびにガバナー挨拶　②各団体の活動内容紹介

及び交流会
　４．２０１９年２月のロータリーレートは１ドル=１１０円と本部より連絡がありました。
　上記はいずれも回覧で確認をお願いします。

〈例会変更のお知らせ〉
　◎姫路南ＲＣ　２月１１日（月）→　休会
　　　　　　　　２月１８日（月）	→　２月１６日（土）「西播第１グループＩＭ」	に変更
　
◆会長の時間
「大坂なおみ選手のスピーチから学ぶこと」
　プロテニスプレーヤーの大坂なおみ選手が、１月２６
日全豪オープン女子シングルスで優勝し、４大大会を２
大会連続で勝ち抜き２１歳の若さでアジア人として初の
世界ランク１位に一気に上り詰めました。そんな大阪選
手はテニスでの実力とともに優勝スピーチでの謙虚な人
柄とユーモアある言葉でいま世界から注目されていま
す。そこで大坂選手の魅力について調べてみました。
　大坂選手は大阪市出身、日本とアメリカの国籍をもっ
ています。お父様はハイチ出身のアメリカ人で、お母様
は日本人。おじいさまは北海道根室漁協の組合長です。お父様はどんなテニスプレーヤー
かと思いきや、テニスにはあまり縁がなく職業は日本での英語講師でした。そんなお父様
は子供の教育のためにと一緒にテニスをはじめ、子供にテニスを教えるためにアンドレ・
アガシのテニス教本をみて指導したそうです。またテレビでみたセリーナとビーナスのウ
イリアム姉妹に刺激を受け、自分たちもできると思ったそうです。大坂選手はウイリアム

後藤宗久 幹事

坂井智代 会長



姉妹同様の二人姉妹です。お母様は北海道出身でスピードスケートに打ち込んでいたとい
うことなので、アスリートとしての素因はむしろお母様にあるのかもしれません。そんな
大坂選手の魅力は、テニスの実力だけではなく、決して流ちょうな話し方はしないのです
が人々の心をうつ言葉です。そこで大坂選手の語録を紹介します。
　まず昨年の秋、全米オープンで、大坂選手が日本人初グランドスラム制覇した時の話で
す。この試合、決勝戦で戦ったセリーナには４代大会最多タイとなる２４勝がかかってお
り、セリーナが主審の判定に対し激怒する場面もあって、それに同調した観客から激しい
ブーイングが巻き起こっていました。大坂選手は勝利しましたが、観衆の大きなブーイン
グのなかでの表彰式インタビューとなります。
　・夢が叶って優勝した気分はどうですか？という質問に対し、「質問の答えじゃないか
もしれないけれど、みんながセリーナを応援していたのを知っています。こんな終わり方
でごめんなさい。ただ試合を見てくれてありがとう。本当にありがとう。」と答えました。
　・男女ふくめ日本人初のグランドスラム優勝者になりましたよと言われ、「セリーナと
全米の決勝で戦うのが夢だったのでそれが叶ってうれしいです。戦ってくれてありがとう」
　・表彰式でなぜあやまるの？ときかれて、「セリーナは２４回目の優勝を狙っていたで
しょ。でもコートに入ったら私はもうファンではなく一人のプレーヤーだったの。でも試
合が終わってネットで抱きしめられたらまた子供にもどっちゃった」大坂選手はセリーナ
にずっと憧れてテニスを続けてきたので、そのストレートな表現が人々の心を魅了しまし
た。
　そして先日の全豪テニスでの優勝インタビュー。全豪大会で決勝戦を戦ったクビドバ選
手（チェコ）は、３年前に自宅で強盗に襲われ、利き腕に再起を危ぶまれるほどの大けが
をしており、それを克服しての戦いでした。先におこなわれたクビドバ選手の準優勝ス
ピーチに対し観衆から大きな称賛の拍手が巻き起こっておりその中でのスピーチとなりま
した。大坂選手が開口一番に発した言葉が、「大変なことを乗り越えてきましたね。あな
たのチームにおめでとうと伝えたい」でした。そのあと観衆に「暑い中見に来てくれてあ
りがとう」、そのあと「人前でしゃべるのは苦手ですが乗り切りたいです。スピーチが苦
手なのでメモを読んだけど、何をいうか忘れました。決勝でプレーできたことを光栄に思
います。」と言葉少なでしたが、だからこそ戦った相手と観衆への感謝がよく伝わるこれ
また感動のスピーチとなりました。
　少し話が変わりますが、先日１月１７日に高砂青年会議所のシニアクラブとの合同例会
に招かれ、そこで２０１９年度青年会議所理事長に就任した川本晃功氏のスローガンが発
表されそれが「心のままに」という言葉でした。「心のままに」という言葉の響きが心地
よくて私も含め皆さんがこの会のスピーチで引用しました。その後の懇親会で同じテーブ
ルになった市長、国会議員、県会議員の先生方に私の今の最大の悩みである人前でスピー
チするときに気をつけることを尋ねてみますと、皆さん「心のままにやで～」と答えてく
ださいました。要するに「仕込んだ言葉は聴く人の心に響かないよ。その時々の心のまま
の言葉が大事だよ。原稿をみて話そうとするとたいていは失敗するよ」と教えてください
ました。
　大坂なおみ選手の言葉が注目されるのは、その場での機知に富んだやりとりと飾らない



姿です。とはいえ、心のままに発した言葉が多くの人に受け入れられるには、日ごろから
の相当な努力と勉強が必要です。今後、私が人前で話をする場合には、あまり取り繕うの
ではなく、心のままに発したいと思うし、またその言葉が人々に受け入れられるよう日ご
ろからの自己研鑽が大切だと改めて思いました。大坂なおみ選手から大いに刺激をいただ
いている今日この頃です。

◆本日のプログラム
卓話『職業奉仕について』　中尾 良治　職業奉仕委員長　

森本幸吉 プログラム委員長 中尾良治 職業奉仕委員長

歴史からひもとく職業奉仕

2018.12. 2 ロータリー研修デー（職業奉仕セミナー）

2019. 1.27 公開職業奉仕委員会

に参加してみて

2019.2.1 高砂RC 中尾

職業奉仕の標準定款における定義
標準ロータリークラブ定款第6条

職業奉仕は事業および専門職務の道徳的水準を高め、品位ある業
務は全て尊重されるべきであるという認識を深め、あらゆる職業に
携わる中で奉仕の理念を実践していくという目的を持つものである。
会員の役割にはロータリーの理念に従って自分自身を律し、事業を
行うこと、そして自己の職業の手腕を社会の問題やニーズに役立て
るためにクラブが開発したプロジェクトに応えることが含まれる。

ロータリーの綱領（目的）
ロータリーの目的は意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育む

ことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある

１ 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること
２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事は全て価値あるものと認識し、

社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること
３ ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、

日々、奉仕の理念を実践すること
４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界ネットワークを通じて、国際理解、

親善、平和を推進すること

つぶやき・・・ロータリーはツクツクボウシ、「奉仕」「奉仕」で日が暮れる
（伊丹RC Y氏の友人作）

はじめに・・・
（質問）

１ ロータリーの目的とは？

２ 職業奉仕とは一体なんですか？

３ 職業奉仕と職業倫理は同じもの？

歴史からひもとく職業奉仕

原始の時代

大自然の厳しい寒さから身を守るために、お互いの身体を寄せ合い、肌と肌
を寄せ合って体を温めていた。そして心が通い合って仲良くなった

⇒ 親睦の始まり

自分の温もりを相手に与えて、相手の温もりを自分に授かることに気付く

⇒ 奉仕の心

親睦と奉仕の原始の形態 （親睦⇔奉仕は一体）

初期のロータリー（1905年シカゴロータリークラブ創立）

「皆で仲良くしよう」という親睦の心と助け合いの心、他人から学ぼうとい
う謙虚な心 ⇒ 純度の高い親睦

社交クラブとしてのロータリークラブの原点



シェルドン･･･「 Service,above serf 」（超我の奉仕）･･･実業的倫理感

（最も良く奉仕するもの、最も多く報われる）

1923年 決議23-24（セントルイス国際大会）

利己的な欲求と義務およびこれに伴う他人のために奉仕したいという感情と
の間に常に矛盾を和らげようとするものである。この哲学は｢超我の奉仕」の
哲学であり、これは「最も良く奉仕するもの、最も多く報われる」という実
践的な倫理原則に基づくものである。

奉仕の理念～変遷～

シェルドンの奉仕理論

・職業 ： 利益を得るための手段ではなく 社会に奉仕するために存在する

・奉仕 ： 継続的な利益を得るための人間関係の基本

相手のニーズを最高に良く汲み取り、

それを最高の形で満たすようにすること ・・・奉仕の理論

・職業奉仕： 顧客獲得の最善の経営方法 顧客奉仕の実践で事業は成功する

（結果的に職業倫理も向上する）

第2680地区「ロータリー職業訓」 1987年及び2001年地区大会決議

１ 全ての職業は、これを天職と心得、自己の職業に誇りを持つと共に、人の職
業に対して心からなる敬意を払うべきこと

２ およそ職業は、自然の摂理に従って営まなければならず、徒に効率だけを重
んずるあまり、それが自然の摂理に反することにならないよう常に謙虚な心を
持つべきこと

３ 自己の職業に関わる全ての人々と、互いに人間関係を尊重することが職業の
繁栄に繋がることを自覚し、相互に満足と感謝と信頼の心が通い合うよう心が
けるべきこと

４ 職業によってもたらされる所得は、適正な対価または正当な報酬に基づくべ
きものであり、もしこれに反する不正または不当な慣行のあるときは、それを
排除するために、たゆまざる努力をなすべきこと

５ 自己の製造もしくは配布する物品または自己の提供する労務もしくは知識に
ついては、それを受領する人のために、打算を越えた責任を自覚すべきこと

６ 自己の職業の繁栄は、同業者の繁栄と共にあることを自覚し、常に業界の倫
理基準を高めることに努め、もって共存共栄の道を模索すべきこと

７ 職業を営むに際しては、常に人のためにも涙を流す心を失う事無く、かりそ
めにも人の涙の上に自らの幸福を求めることのないよう心を配るべきこと

日本では、「職業倫理」の側面が強調されてきた経緯がある（伊丹RC T氏）

・1920年 東京ロータリークラブ設立

・1936年 大連ロータリークラブのロータリー宣言

（日本ではこれに大きな影響を受けた）

・1987年及び2001年

第2680地区「ロータリー職業訓」（地区大会決議）

・1989年 ロータリアンの職業宣言（規定審議会）

※ロータリー綱領（目的）に記されている高い道徳水準をさらに

明確に定義する手段として考えられた

奉仕の理念～（日本では・・・）

ロータリーの思想は、どの時代の断面を切り取っても一義的な思想は
ない・・・「ロータリーは寛容の中に宿る」（ポール・ハリス）

⇒ 入会2年目のワタクシが簡単に理解して議論できるものでもない

（開き直り）

研修に参加してみて

おわりに･･･
ロータリークラブに入会して思うこと

ロータリーは出会いの場

質の高い友人にどれだけ出会えるか

それが今後の人生・事業の将来に大きく影響してくる

※ただし、、、ロータリーの思想の世界は決して一枚岩ではない
「無我の奉仕」も「超我の奉仕」も併存しながら互いを排斥する事もなく、

110年の歳月を経て現在に至る
どの時代の断面をとっても様々な思想の混在がみられる

ポール・ハリス（シカゴロータリー創設の中心人物）

「ロータリーは寛容の中に宿る」
ロータリーの思想を一義的に割り切ることはできない
⇒ 寛容の心で自分と異なる思想の存在を認め、足らざるを謙虚に学ぶ

奉仕の法則

例）万有引力の法則 物体（リンゴ） → 地上へ

１ 取引 → 最も奉仕する商人へ

２ 有能な人材 → 最も奉仕する雇用主へ

３ 高級・昇進 → 最も奉仕する従業員へ

「ロータリアンの職業宣言」 1989年規定審議会

事業または専門職に携わるロータリアンとして、私は以下のごとく行動する
ことが求められている

１ 職業は奉仕の一つの機会であると考えること

２ 職業の倫理的規範、国の法律、地域社会の道徳基準に対し、名実ともに忠実
であること

３ 職業の品位を保ち、自ら選んだ職業において、最高度の倫理基準を推進する
ために全力を尽くすこと

４ 雇主、従業員、同僚、同業者、顧客、公衆、その他事業または専門職務上関
係を持つ全ての人々に対し、公正であること

５ 社会に役立つ全ての仕事に対し、それに伴う名誉を認め、敬意を表すこと

６ 自己の職務上の才能を捧げて、青少年に機会を開き、他者の特別なニーズに
応え、地域社会の生活の質を高めること

７ 広告に際して、また自己の事業または専門職務について人々に伝える際には、
正直を貫くこと

８ 事業または専門職務上において、普通には得られない便宜ないし特典を、同
僚ロータリアンに求めたり、与えたりしないこと

大連クラブのロータリー宣言（1936年）

１ 須らく事業の人たるに先立ちて道義の人たるべし。蓋し事業の経営に全力を傾倒するは
因って世を益せんがためなり。故に吾人は道義を無視して所謂事業の成功を獲んとする
者に与えず

２ 成否を日うに先立ち退いて義務を尽くさんことを思い進んで奉仕を完うせんことを念う。
自らを利するに先立ちて他を益せんことを願う。最も能く奉仕する者、最も多く満たさ
るべきことを吾人は疑わず

３ 或いは特殊な関係を以って機会を壟断し、或いは世人の潔しとせざるに乗じて巨利を博
す。これ吾人の最も忌むところなり。吾人の精神に反してその信条をみだるは利のため
に義を失うより甚だしきは無し

４ 義を以って集まり、信を以って結び、切磋し琢磨し、相扶け相益す。これ吾人団体の
本旨なり。然れども党を以って厚くすることなく、他を以って拒む事無く、私を以って
党する者にあらざるなり

５ 徒爾なる角逐と闘争とは世に行わるべからず。協力以って博愛平等の理想を実現せざる
べからず、然り我が同志はこの大儀を世界に敷かむがために活躍す、吾がロータリーの
崇高なる使命これに在り。その存在の意義又これに在す

奉仕の理念～変遷～

コリンズ･･･「Service,Not serf」（無我の奉仕）･･･宗教的倫理感

（自分の利益だけを目的に参加するならその選択は間違い）

※後の「 Service,above serf」（超我の奉仕）の原型

・1915年 職業倫理訓の採択（サンフランシスコ国際大会）

「職業天職論」＋「奉仕理論」＋「職業倫理」

三つの理論で成り立っている

（要旨）この倫理訓の目的は、個人の完成を基礎とし、国家の永続は

ただ自我を温存するためなりとの立場をとるギリシャ的倫理観

ではなくして、この倫理訓の根本前提は「愛」なのである。

すなわちロータリアンが正しいことをなすのは、単に自我を

温存させるためだけではなく、他人を滅するよりはむしろ他人

に滅ぼされんことを選ぶという立場をとるからである

・・・11項目に及ぶ条文



会　長　坂井　智代　　　　　　幹　事　後藤　宗久　　　　　雑誌会報委員長　加茂　良祐
例会日時　毎週金曜日12時30分より　　　　　　　　　　　例会場　高砂商工会議所２階会議室
高砂ロータリークラブのホームページのＵＲＬ   　     http://www.winwin.ne.jp/~takasago_rc/

◆定例理事・役員会
平成３１年２月１日（金）　　

於　高砂商工会議所　例会終了後　　
　出　席　者

１．開　　会

２．会長挨拶

３．定例報告	 出席率　　１２月度　　平均９２. ３２％
 会計報告　　１月度（別紙）　

４．協議事項
　　１）２月・３月度プログラムの件……………………………………………………承認
　　　　合同例会の件【３月１５日（金）例会変更】（ホスト高砂青松ＲＣ）
　　　　３月１３日（水）１２：３０～　於：ウェディングパレス鹿島殿
　　　　講　師：パソコンのお医者さん　　 稲澤　康博 氏
　　　　テーマ：『なぜあの会社の女性はイキイキ働いているのか？』　
　　２）献血合同例会の件（ホスト高砂ＲＣ） …………………………………………承認
　　　　４月１９日（金）　１０：００～１５：００ 受付　　９：３０～ 設営等準備         
　　　　アイモール　駐車場　　　高砂市米田町島
　　　　食事　１１：３０～１３：３０　　手打ちうどん松屋
　　　　広報たかさご４月号に掲載依頼
　　３）雑誌会報委員長の件………………………………………………………………承認
　　４）その他

５．報告事項
　　１）移動例会（１／２０）収支報告書の件…………………………………………承認
　　２）ポリオ基金の件……………………………………………………………………承認

６．そ の 他

７．閉　　会

坂井　智代 ○ 高木　史郎 ○ 坂牛　　裕 ○ 堀　　直樹 ×
脇谷　政孝 × 守光　　隆 × 覚野　成広 ○
後藤　宗久 ○ 中尾　良治 ○ 西田　秀雄 ○
谷川こずえ × 後藤　純次 × 森本　幸吉 ○


